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中学理科プリント（書き取り）
光・音・力

名前 得点

　／22

問1 音の速さが伝わる際、その伝達に関与する物質の種類を科学的に何という？

問2 凸レンズに対して平行に入ってきた光が通過した後に集まる場所を何という？

問3 凸レンズの焦点距離の内側に置いた物体によってできる、スクリーンに映し出すことが
できない像を何という？

問4 物体が地球から引きつけられる力を表す言葉で、力の大きさをニュートンという単位で
測るものを何という？

問5 凸レンズを通した光がスクリーン上に集まってできる、逆さまの像を何という？

問6 音の高さを示す単位として、1秒間あたりの振動数に用いられるものを何という？

問7 てこのしくみにおいて、おもりなどを動かすために力を受ける場所を何という？

問8 物体が変形したとき、元の形に戻ろうとする性質を何という？

問9 空気中からガラスなどの異なる物質へ光が進むときに光の進む方向が曲がる現象を何と
いう？

問10 平面鏡の向こう側に存在するように見える、実体ではない像のことを何という？

問11 ばねを引く力が強すぎて元に戻らなくなる限界の力を何という？

問12 物体にかかる地球からの引力を測定するために用いる器具を何という？

問13 凸レンズを通してスクリーン上に映し出される、物体と実際の形を保ったまま光が集ま
ってできる像を何という？

問14 1つの物体に働く2つの力がつり合っているとき、力の大きさや向き以外に、それらの力
が配置される条件は何という位置関係を指すか？

問15 物体に対して、面と直角の方向に加わる力について、その力が及ぼす影響を指す際に前
提となる力の向きは何という？

問16 物体を焦点よりも内側に置くことで、対象物を大きく見せる器具を何という？

問17 光が空気中から別の物質へ進むとき、入射角と比べて小さくなる、境界を超えた後の光
の角度を何という？

問18 光の反射や屈折を考える際に用いる、鏡などの面に対して垂直に引いた線のことを何と
いう？

問19 面を押しつける力の強さを表す単位として、国際単位系で用いられている名称は何？

問20 力の矢印を描く際、その始点となる位置を何という？

問21 凸レンズの焦点の外側に物体を置いたとき、スクリーン上に投影される像のことを何と
いう？

問22 ばねにおもりをつるしたとき、おもりの重さとばねののびが比例する法則を何という？
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答え合わせ・解説

問1 答え
媒質

音というエネルギーを伝えていく際に、その通り道となる物質を「媒質」と呼びます。空気や水、鉄などがこれにあたりま
す。音の速さは、媒質の種類によって大きく異なります。一般的に、粒子同士の結びつきが強い固体ほど振動が伝わりやす
く、次に液体、気体の順で音速は遅くなります。また、気体の場合には温度が高いほど、気体分子の運動が活発になるため、
音速は速くなるという特徴があります。真空中にはこれら「媒質」が存在しないため、どれほど大きな音源があっても音は一
切伝わりません。私たちの日常生活では、主に空気を媒質として音を聞いています。

問2 答え
焦点

光軸に平行な光を凸レンズに当てると、光はレンズを通った後に一点で交わります。この集まった場所を焦点と呼びます。レ
ンズの材質や曲率によって焦点までの距離が決まります。

問3 答え
虚像

焦点より内側に物体がある場合、光はレンズを通過しても一点には集まらず、光の進む向きを逆方向にたどった先に像ができ
るように見えます。この、スクリーンに映すことのできない像を虚像と呼びます。

問4 答え
重力

重力は地球が物体を引っ張る力のことです。この力の大きさは、ばねばかりなどを用いてニュートンという単位で測定されま
す。なお、場所によって重力の強さがわずかに異なることもあります。

問5 答え
実像

物体を焦点距離の2倍より遠い位置などに置くと、レンズを通った光がスクリーン上の特定の場所で一点に集まります。このと
きスクリーンに映る逆さまの像を実像と呼びます。

問6 答え
ヘルツ

ヘルツは周波数の単位であり、1秒間に繰り返される振動の回数を示します。人間が聞き取れる音の範囲は一般的に20ヘルツ
から20000ヘルツまでとされ、これより低い音は低周波、高い音は高周波と呼ばれます。

問7 答え
作用点

てこには「支点」「力点」「作用点」の3つの場所があります。このうち、物体を持ち上げたり移動させたりする負荷がかかる
場所が作用点と呼ばれます。

問8 答え
弾性

弾性は、変形させられた物体が自らの力で元に戻る性質を指します。バネはまさにこの弾性を利用した装置で、加えられた力
と伸びる長さが比例するという法則に基づいて作動しています。

問9 答え
屈折

光が空気からガラス、あるいは水から空気といった異なる物質へ進むとき、進むスピードの変化が原因となって光が曲がりま
す。この現象を屈折と呼びます。水中のコップに入れたストローが曲がって見えるのも、この現象によるものです。

問10 答え
鏡像

鏡に映った像は「鏡像」と呼ばれ、鏡面に対して物体と対称な位置にあるように見えます。スクリーンに直接映し出すことは
できないため「虚像」とも呼ばれます。物体から出た光が鏡で反射し、私たちの目に届く際に、まるで鏡の裏側から光が来て
いるかのように脳が判断することでこの像が見えます。

問11 答え
弾性限界

ばねなどの弾性体に力を加えると、フックの法則に従って伸びますが、ある一定の力を超えると形が変化したまま戻らなくな
ります。この戻らなくなる限界の力のことを弾性限界といいます。この点を超えて力を加えると、物体は塑性変形を起こし、
永久的なひずみが残ります。

問12 答え
重力

地球が物体を鉛直方向に引く力を重力と呼び、その大きさを測るためにばねばかりが使用されます。ばねばかりは、力が加わ
ることでばねが伸びる仕組みを利用して、物体の重さを視覚的に数値化します。

問13 答え
実像

物体を凸レンズの焦点の外側に置いたとき、光が実際に集まってスクリーンに映る像を指します。レンズを通した像は、元の
物体に対して上下左右が逆向きになるという特徴があります。

問14 答え
一直線上

2つの力がつり合うには、力の大きさが等しく、向きが逆であることに加え、力が同じ線の上に重なっている必要があります。
これを「一直線上」にあると言います。力がずれていると、物体は回転しようとする力などが働くため、つり合いが崩れてし
まいます。

問15 答え
垂直

物体に加わる力を考える際、その力が面に対してどのような角度で働いているかが非常に重要です。特に、面に対して「垂
直」に加わる力は、その面を押し込む作用が最大となります。この力が一定の面積あたりにどれだけ集中しているかを示す尺
度が「圧力」です。面に対して斜めから力が加わる場合は、その力を垂直な成分と水平な成分に分解して考えます。物理学に
おいて、この「垂直」な力の成分を正しく把握することは、物体の変形や破壊を予測するために不可欠な基礎知識です。

問16 答え
拡大鏡

物体を凸レンズの焦点の内側に置くと、像が大きく見える特性があります。これを利用して作られた器具が拡大鏡（ルーペ）
です。レンズ越しに見ることで、小さな文字や細かい構造を鮮明に観察することができます。

問17 答え
屈折角

光は進む物質が変わると、その速度も変化するため進行方向が折れ曲がります。この現象を「屈折」と呼び、このときに境界
を超えた後の光線が法線となす角度を「屈折角」といいます。空気からガラスや水のような密度の高い物質へ光が進むとき
は、光は法線に近づくように曲がるため、屈折角は入射角よりも小さくなります。この性質は、水の中に入れた棒が折れ曲が
って見える原因となります。光の屈折は、レンズを用いたカメラやメガネ、顕微鏡などの光学機器を機能させるための根本原
理となっています。

問18 答え
法線

鏡や透明な物質の境界面に、直角に交わるように引いた補助線を法線と呼びます。入射角や反射角、屈折角はこの線と光の道
筋との間の角として定義されます。この基準線があることで、角度の関係性を定量的に計測することが可能になります。

問19 答え
パスカル

圧力の単位である「パスカル」は、1平方メートルの面積に1ニュートンの力が均一に加わっている状態を1パスカルと定義し
ています。この単位は、物理学者ブレーズ・パスカルの名前に由来しています。日常生活では、気圧やタイヤの空気圧などを
示す際にキロパスカル（kPa）やヘクトパスカル（hPa）という単位で使われることが一般的です。気象予報で目にするヘクト
パスカルは、地球の大気が地表を押す力を数値化しており、天気の変動を予測する上で欠かせない重要なデータとなっていま
す。

問20 答え
作用点

作図において、力の始点となる位置が作用点です。これがわかると、力がどの方向に物体を押し引きするのかが明確になりま
す。

問21 答え
実像

凸レンズの特性を利用して像を映し出すとき、光線がレンズを通った後に実際に一点で交わると、スクリーン上に像がはっき
りと結ばれます。これを「実像」と呼びます。実像は常に上下左右が逆向きの倒立像として現れます。物体をレンズに近づけ
ると実像は大きく、逆に物体をレンズから遠ざけると実像は小さくなるという性質があります。一方、物体をレンズに非常に
近づけて焦点の内側に置いた場合は、スクリーンには映らない「虚像」が形成されます。実像は映写機や顕微鏡など、光を何
らかの場所に結像させるための光学機器において重要な役割を果たしています。

問22 答え
フックの法則

ばねに加える力が小さい範囲であれば、その力に比例してばねは伸び縮みするという内容です。この関係を用いることで、ば
ねを利用した「ばねばかり」などの測定機器を作ることができます。比例定数はばね定数と呼ばれ、ばねの硬さを表します。


